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研究成果の概要（和文）：  
 研究期間内に教室中国語用に作成した教材は、以下のとおりである。（１）ネ

ット上の文体教材１種：口語体・書面体・文語体で同一内容を記述することで、

文体差を習得させる（２）パラレルコーパス二種類：正文コーパスは用例検索

による類義語の対照分析に、学習者コーパスは中間言語の在り方を分析する卒

業論文用教材として用いる（３）市販のテキスト 1 冊：初級から中級への段階：

日本語訳を離れて構文説明から作文の上達を図る。また、科研代表者や研究分

担者、海外研究協力者が研究課題と類似テーマで『応用言語学研究論集』２冊

を上梓した。   
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Our Grants-in-Aid for Scientific Research program study team maked up 3type teaching 

materials : (1) The practice of composition about language style on net－a spoken language, 

a written language, archaism (2) 2type’s parallel  corpus－normal sentence collection,& 

error sentence collection. (3) One published grammar text－ from basic class to middle 

class. Besides our team members announced some papers, which are about the contrastive 

study on Chinese or Japanese or about  the created teaching materials, and published   

two volumes of The Applied linguistics Papers. 
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１．研究開始当初の背景 
  教 室 で の 外 国 語 教 育 に ふ さ わ し

い 理 論 的 分 析 に 基 づ く 上 級 教 材
は、未開発の状態にある。しかし
現 地 を 離 れ て 外 国 語 を 学 ぶ 学 習
者 の た め に は 第 二 言 語 学 習 理 論
を 母 語 習 得 と 比 較 し た 結 果 を 応
用した教材がやはり必要である。
ま た 外 国 語 を 教 え る 教 員 と 学 ぶ
学 生 と の 関 係 や 学 習 環 境 の 差 異
が ど の よ う に 第 二 言 語 習 得 に 影
響を与えるかについても、分析が
進んでいなかった。  

 
２．研究の目的  
（１） 上級者に は母語か らの類推 に

よ る 干 渉 が 新 た に 生 じ る こ と を
明らかにする。  
仮 説 と して は 、 思考 を 論 理的 に
展 開 す る方 法 が 日中 両 言 語で は
異 なっ てい るこ とが 原因 であ る 。
そ の 仮 説を 検 証 する た め にの 言
語 事 実 は、 単 文 レベ ル な らば 間
違 い の ない 作 文 を書 け る 上級 学
習 者 が 、長 い 論 説文 を 書 く場 合
に 日 本 語と し て 意味 が 通 じな い
文を書いてしまうことである。  

 
（２）（１）で個別に分析された、思

考 の 運 び の メ カ ニ ズ ム を 適 切 な
用 語 で 解 説 す る こ と を 通 し て 、
誤 用 を 減 ら せ る 教 材 開 発 を 試 み
る。  

 
３．研究の方法  
（１） 科研メン バーが発 注した自 作

の 学 習 者 コ ー パ ス を 用 い て 誤 用
のパターンを抽出する。  

 
（２） 母語を教 える教員 と自分に と

っ て も 第 二 言 語 を 教 え る 教 員 に
よ る 討 論 を 通 し て 、 効 果 的 教 授
法 を 模 索 す る と き に 誤 用 分 析 を
利用する。  

 
（３） 初級の文 型中心で 両言語の 差

異 を 指 摘 す る 方 法 と 、 上 級 の 文
体差による語彙の組み合わせ（ｺ
ﾛｹｰｼｮﾝ）の異なりを検証する。  

 
４．研究成果 
（１） 研究代表 者と研究 分担者の 作

成 し た 教 材 が 、 初 級 か ら 中 級 へ
の レ ベ ル ア ッ プ を は か る 市 販 テ
キ ス ト と 、 上 級 学 習 者 用 の 文 体
習 得 用 ネ ッ ト 教 材 （ 学 内 試 用 ）

が完成した。前者が amazon の読
者表で 5 段階評価の満点を得る
ほ ど 好 評 を 博 し て い る 。 ま た 学
内 試 用 の 教 材 は 留 学 生 の 作 文 を
中 文 系 の 中 国 人 教 員 に 校 正 を 依
頼 す る こ と に よ り 、 本 国 人 の な
か で も 優 れ た 文 体 教 材 へ と 進 展
し つ つ あ る 。 ま た 、 紙 媒 体 に よ
る 中 級 か ら 上 級 へ の テ キ ス ト 試
用 本 も 、 本 研 究 を 土 台 と し て 段
階 付 け の あ る 教 材 開 発 を 進 め て
いく。 

 
（２） パラレル コーパス を増量で き

るプログラム（ GPS）をさらに利
用 し や す く す る た め に 新 た な プ
ログラム（ Sachiko-lin）を開発
した。一つの原文に対する複数の
訳文が並列して検索できること、
文 法 タ グ の 埋 め 込 み が で き る こ
と、の二点を改良しつつある。科
研メンバーには開発中の 
段階で公開し、モニターとして協
力をあおいでいる。 

 
（３）学習者コーパスの作成増量に

あたり、誤用タグづけによるコ
ーパス分析は、少人数の研究チ
ームでも一貫性を保証できる方
法を考案できなかった。誤用の
パターン分けを行うための客観
的な基準を見出すためにはより
多くの言語資料の検討が必要で
あり、かつ、この課題を解くた
めには実験心理学的手法による
誤用判断の様式を解明すること
が 有 用であ ろ うとの 結 論を得 た 。
今後継続してこの課題の解決を
はかっていく。 

 
以下、（１）（２）（３）について実
物の画像をしめす。 

（１）ネット上の文体教材 



 
（２）＜Sachiko-lin＞の検索画面 

 
 

 
 
 
（３）学習者コーパス打ち込み画面 
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